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研究へのご協力のお願い 

研究課題名「東京歯科大学千葉歯科医療センター矯正歯科における埋伏歯の臨床調査」 

東京歯科大学 歯科矯正学講座   

研究責任者：講師・有泉 大 

  
この度、東京歯科大学歯科矯正学講座において下記の内容にて研究を行うこととなりました。本書面を

ご一読いただき、本研究の趣旨、内容をご理解いただけましたら、是非ご協力いただきますようお願い申

し上げます。 

 

ご自分のデータを使用されたくない場合は、下記担当者までお申し出ください。その際は、不同意書を

お渡しいたしますので、必要事項をご記入の上ご提出をお願い致します。それによって患者様が不利益

な扱いを受けることはございません。 

 

1. 研究目的と意義 
近医で埋伏歯（骨に埋まったまま生えてこない歯）を指摘され当院にお越しになる患者様はたくさんい

らっしゃいますが、最も新しく東京歯科大学矯正歯科で埋伏歯に関する調査が行われたのは平成 10 年〜

平成 20 年の間に来院された患者様となっており、既に 10 年以上調査されておりません。 

そこで、新たにその後の約 15 年間について千葉歯科医療センターでの埋伏歯に関する調査を改めて行

うことで、最新の埋伏歯に関する情報をアップデートすることができます。 

 
2. 研究方法 
＜この研究にご参加いただく方＞ 

2008 年 1 月から 2022 年 12 月までに東京歯科大学千葉歯科医療センター（旧千葉病院）にて埋伏歯

と診断された方です。 

＜この研究の実施内容・方法＞ 

対象者の方の診断記録とカルテの内、性別、初診時年齢、埋伏している歯種、治療方針、治療術式（歯

ぐきの切り方や埋伏歯を引っ張る方法）を調べ、レントゲン写真にて埋伏歯の方向、周囲の歯の歯根吸収

（歯の根が溶けてしまっている状態）の有無、分析の結果（数値のみ）を取り出しそれらの情報を個人が

特定できない状態にして解析を行います。 

＜ご協力いただく事項＞ 

既存の記録のみを使用するため、患者様に新たにご協力いただくことはありません。 

＜研究期間＞ 

本研究の研究期間は、2023 年 5 月 26 日～2025 年 3 月 31 日です。 
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3. 研究対象者に生じる負担並びに予測されるリスク及び利益 
本研究に用いる資料は、通常の治療を受ける際に得られる資料を研究対象としているため、患者様に研

究のための新たな資料を得るための検査を求めることはありません。 

本研究の利益としては、患者様に提供できる埋伏歯に関する情報が最新のものになることです。 

 

4. 個人情報等の取扱い 
本研究に用いる情報は、住所、氏名などの患者様の個人が特定される情報が入力されることはありま

せん。研究に使用する情報は、対象者が第三者により特定できない符号化による仮名加工化を行い、歯

科矯正学講座有泉大講師の管理のもと、当講座研究担当者のみで取り扱います。 

パスワード付き外部接続の記録媒体（外付けハードディスク）にデータを記録し、鍵付きの棚で保管

します。日本学術会議によるガイドラインに則り、論文発表後 10 年間はデータを保存しその後は、解

析に用いたすべての情報をデータ管理責任者が消去します。 

 
5. 研究に関する情報公開の方法 
＜研究計画書の開示＞ 

下記のお問合せ先にご連絡を頂いた方は、公開可能な範囲での閲覧は可能です。 

（他の研究対象者等の個人情報やこの研究計画の全容が他の研究者に漏れない程度の限定された情報

量になります。） 

＜研究成果の公表＞ 

日本矯正歯科学会で発表し、その後、歯科矯正学関連雑誌に公表する予定です。 

 

6. 倫理審査委員会の承認 
本研究は、東京歯科大学倫理審査委員会の審査を経て、学長の承認を得ております。 

 

7. 費用等に関すること 
本研究において患者様へ新たな費用負担、謝礼はございません。本研究の研究者全員において開示す

べき利益相反（資金提供を受けている特定の企業や団体など）はございません。 

 

本研究に関するご質問やご意見がある場合は、下記へご連絡ください。 

 
  お問い合わせ先 

東京歯科大学 歯科矯正学講座 

研究責任者（試料・情報管理責任者） 有泉 大 

連絡先 03-5275-1724（水道橋病院 矯正歯科受付） 


